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三菱地所ホーム株式会社（本社：東京都新宿区新宿、代表取締役社長：細谷 惣一郎）は、「足立区江北

木密移転先プロジェクト『江北小路』」において、「ウッドデザイン賞 2024」を受賞しましたのでお知らせいたします。 

「令和６年度木材利用推進コンクール優良施設部門 優秀賞」に続くダブル受賞となります。 

 

◆ウッドデザイン賞 

ウッドデザイン賞（主催：一般社団法人日本ウッドデザイン協会）は、林野庁の補助事業として 2015 年より実施

されており、木の良さや価値をデザインの力で再構築することを目的に、優れた建築・空間や製品、活動や仕組み、研

究等を募集・評価し、表彰する顕彰制度です。日本ウッドデザイン協会は木を使うことによって社会課題の解決を目指

す活動を「ウッドデザイン」と定義しています。 

 

◆受賞作品 

 「江北小路（こうほくこうじ）」は、東京都による都市防災の取組みの一環である「都有地活用による魅力的な移

転先整備事業」（木密地域から、コミュニティを維持しつつ移転を促すため、移転者向けの魅力ある共同住宅を整備す

る事業）の第一段で採択されたプロジェクトです。木密地域とは、東京の山手線外周部を中心に分布する木造住宅

密集地域を指しており、狭隘な道路等が多いため、災害時の大きな被害が想定され、都市防災の観点から課題のある

地域とされています。足立区にある都有地において、1 階にコミュニティ形成に寄与する店舗（テナントスペース）2・3 階

には多世代向け住戸 16 戸を配した、準耐火構造木造 3 階建ての施設を整備しました。特徴としては、1 階は自由度

が高く汎用性のある空間に最適な木造新構法 Flat Mass Timber 構法（三菱地所ホームが 2019 年に開発した

集成材厚板パネルと鉄骨によるハイブリッド構法、特許取得）を採用し、2、3 階では在来軸組構法に CLT パネルのス

ラブを組み合わせることで従来の木造工法では難しかった大空間を実現しました。共用部や外部と連続した中庭の「小

路（こうじ）」は、地域住民との交流を促す空間となっています。外壁には、東京都多摩産材のスギ材を現し（あらわし）

で用いることにより、温かさと親しみある曲面が、地域の魅力あるシンボルとなる外観を創出しています。 

 

◆施設概要 

建物名：江北小路（こうほくこうじ） 

所在地：東京都足立区江北四丁目 18 番 

地域地区：第一種中高層住居専用地域、準防火地域 

階数：地上 3 階 

構 造：木造一部鉄骨造、準耐火建築物（1 時間） 

用途：1 階 店舗、2,3 階 共同住宅（16 戸） 

敷地面積：775.75 ㎡ 

建築面積：449.31 ㎡ 

延べ面積：1142.54 ㎡ 

設計監理：株式会社 スタジオ・クハラ・ヤギ 

施工：三菱地所ホーム株式会社 

 

 足立区江北木密移転先プロジェクト『江北小路』 

 

「ウッドデザイン賞 2024」を受賞 



＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

三菱地所ホーム株式会社 広報・サステナビリティ推進部 広報グループ 

E-mail：pr_ad@mjhome.co.jp 

担当 野田：070-1346-8812 / 横須賀：080-4137-6032 

※本資料の配布先：国土交通記者会、国土交通省建設専門紙記者会、林野庁林政クラブ、環境問題研究会、環境記者会 

FMT（Flat Mass Timber）構法 

FMT 構法は、三菱地所ホームが 2019 年に住宅用木造新構法として開発された集成材厚板パネルと鉄骨によるハイ

ブリッド構法です。専用金物と集成材厚板パネルで構成された高耐力高靭性の構造壁により必要壁量を抑え、集成材

厚板パネルと鉄骨梁で構成されたスラブによって、従来の木造工法では難しかった空間やキャンチスラブを実現できます。

本計画は、非住宅用に発展させた FMT 構法を採用する第 1 号プロジェクトとなります。 

地産地消 多摩産材の利用 

本計画は東京都多摩地域で生育したスギ材を外壁材として使用しています。 

多摩産材を東京都市部の建築に利用することは、森林による二酸化炭素吸収、持続可能性、地域資源循環、林業

振興、スギ花粉対策といった多様な観点から社会課題の解決に寄与します。 

 

 

 

 

 

 

 

三菱地所ホームは 2024 年 7 月に設立 40 周年を迎えました。 

これからも「お客様に選ばれ続ける会社」であることを目指してまいります。 


